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酪農学園大学
農食環境学群　准教授　泉　賢一

昨今の環境問題への意識の高まりに対して酪農
生産現場も無関心ではいられない。環境への負
荷を軽減するためには、ルーメン環境を最適化
するための飼料給与戦略がポイントになる。本
セミナーでは、環境に優しい、理想的なルーメ
ンについて考えてみたい。

酪農学園大学
獣医学群　教授　及川　伸

酪農場において生産性の維持、向上を図るた
めには周産期疾病の発生を予防することが重
要です。飼養されている環境と疾病発生との
間に密接な関係があることが分かってきまし
た。牛は人から与えられた環境にしか住むこ
とができません。飼養環境をチェックする
際のポイントとその有用性について概説し
ます。

10:00 ～ 15:10

11月17日 月

環境にやさしいウシの
　　　　　　　飼い方とは

乳牛の周産期疾病予防と
飼養環境モニタリング

ＮＯＳＡＩ山形中央　大ホール
山形県天童市小関1333番地
無料
150名（先着）
2014年10月27日（月）必着

■

■
■
■

会 　 場

受 講 料
定 　 員
申込締切

－ルーメン環境を最適化する飼料給与戦略－

酪農公開講座第　　　回48

講演１ 講演２

■ 主　催　酪農学園大学
■ 共　催　山形県農業共済組合連合会、山形中央農業共済組合

■ 後　援　山形県酪農業協同組合、全国農業協同組合連合会山形県本部、
　　　　　 山形県農業協同組合中央会

〒069-8501　北海道江別市文京台緑町５８２番地

酪農学園大学エクステンションセンター生涯学習課
TEL：011-388-413１（直通） FAX：011-387-2805　E-mail：rg-ext@rakuno.ac.jp 

※裏面がお申し込み用紙になって
　おりますのでご利用ください

お問い合わせ・お申し込み先



お問合せ
お申込み

酪農学園大学エクステンションセンター　生涯学習課（担当　工藤）
〒069‒8501  北海道江別市文京台緑町582番地  TEL  011‒388‒4131  FAX  011‒387‒2805
E-mail  rg-ext＠rakuno.ac.jp ＊ お申し込みは、ハガキ・FAX・E-mail・QRコード読みとりのいずれかにてお申し込みください。

＊ お預かりした個人情報は本講座以外の目的には使用致しません。

申込締切日　　2014年10月27日（月）必着・先着150名
〒

電話/FAX
住所

会社・所属

〒　　　　　　　　　　　　  TEL　　　　　 ‒　　　　　‒　　　　　　　FAX　　　　　 ‒　　　　　‒

参加者名

お名前・ふりがな お名前・ふりがな

（　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　）

第48回　酪農公開講座
「牛の飼育環境を考える」

申し込み 
用　紙

申し込み用紙
●ハガキ・FAX・E-mail・QRコード読みとりのいずれかにてお申し込みください。

10：00 受付開始
10：30 開会挨拶 酪農学園大学　　学　　長　干場　信司

ＮＯＳＡＩ山形　会長理事　青柳長一郎
10：40 講 演 １ 「環境にやさしいウシの飼い方とは

　　─ルーメン環境を最適化する飼料給与戦略─」
酪農学園大学　農食環境学群　准教授　泉　　賢一

12：00 昼　　食
13：00 講 演 ２ 「乳牛の周産期疾病予防と飼養環境モニタリング」

酪農学園大学　獣医学群　教授　及川　　伸
14：30 パネルディスカッション
15：10 閉会挨拶 酪農学園大学エクステンションセンター次長　樋口　豪紀

NOSAI山形中央　大ホール
〒994−0004
山形県天童市小関1333番地
TEL：023−656−8988
FAX：023−656−8980

■アクセス
○JR奥羽本線「天童駅」下車後、
　タクシーで約５分、徒歩で約20分
○東北中央自動車道天童ICより車で約１分

会場案内
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